
リサイクル素材としての
プラスチックの役割と限界

～エフピコ方式の資源循環型リサイクルから見るサーキュラーエコノミー～
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資料１－３



■事業内容

●社名：株式会社エフピコ

●本社：広島県福山市 ●設立：1962年（昭和37年）7月

●事業内容：

プラスチック製簡易食品容器製造・販売

●生産工場 20拠点、リサイクル工場 3拠点

減容・選別センター 10拠点
配送センター 9拠点
ピッキングセンター 10拠点

●2025年3月期 売上：2,356億円（連結）
経常利益： 184億円（連結）

●従業員数：988名（グループ総数5,250人）

・信頼の証
エフピコマーク

・環境にやさしい
エコマーク登録商品

（旧社名：福山パール紙工株式会社）
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■全国に製造・物流・販売 拠点があります。

・プラスチック製容器の特徴

軽い・嵩張る・安価
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半径100km圏内
全人口の85％をカバー
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PC

DC

工場

・効率化
生産工場・物流センター・リサイクル工場を
一か所に集めて配置
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■プラスチック製品を取り巻く直近の環境問題
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2019年 海洋プラスチックごみ問題
マイクロプラスチック

2021年 気候変動対策（ＧＨＧ対策）
地球温暖化対策の強化

2020年 バーゼル条約
資源の国内循環の機運の高まり

2018年 プラスチック資源循環戦略 2020年7月 レジ袋有料化

2022年プラスチック資源循環戦略施行

海洋プラ汚染
（脱プラ）

プラスチック
国内循環

気候変動



■『エフピコ方式リサイクル』のポイント『入口と出口』

お店で使ったものを回収して、リサイクル、そしてまたお店で使う分かり易い
『水平リサイクル』の仕組みで、この工程をすべて自社で行っています。

入口

回収システムの構築

リサイクル

再資源化工場

出口

エコトレーへ

学校・自治体・指定法人ルートによる回収も
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■能力を最大限に活かす『ダイバーシティー経営』

特例子会社(エフピコダックス) ・ 就労継続支援A型事業所(エフピコ愛パック)
エフピコグループ内の一般工場、物流の現場

選別 製造
職域拡大への挑戦使用済み食品トレー、

透明容器、PETボトル
食品トレー容器の成形、
組立加工、検品、包装

障がい者雇用人数 ：401名

障がい者雇用換算数 ：676名

障がい者雇用率 ：12.6％

エフピコグループ 2025年3月時点
障がい者雇用に関する評価

■2019年1月 （厚労省）

「H30年度 障害者活躍企業」認証
 （エフピコダックス㈱)

■2022年6月 （厚労省）

「障害者雇用に関する優良な中小事業主に対する認定」
（もにす認定） （エフピコダックス㈱）

■2024年9月 （東洋経済新報社）

「障害者雇用率ランキング」 3位
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■エフピコのバリューチェーン

8



9

PSP原反仕入れ実績



■エコ製品の販売実績
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'92/3 '95/3 '00/3 '05/3 '10/3 '15/3 '20/3 '25/3

エコ製品 売上推移（億円）

エコトレー

エコAPET

エコOPET

2025年3月期

エコ製品売上

前年比 115％

製品全体のエコ化率

PET製品エコ化率

100％

51％

913億円

1992年 エコトレー上市

2013年 エコAPET上市

2017年 エコOPET上市

（枚数ベース）

前年比 103%



■プラスチック資源の回収
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回収重量※枚数・本数は、標準的なグラム数にて換算
PSP：4ｇ、透明容器：10ｇ、
PETボトル：25ｇ

’24/3実績’22/3実績 ’23/3実績’21/3実績

製品販売重量に対する
使用済み製品の回収重量比率

42％ 44％ 44％40％

回収重量合計 85,000t 83,300t 91,400t 90,500t

容器

(PSP・透明容器)

スーパーマーケット店頭
指定法人ルート

10,000t 10,300t 10,400t 10,500t

(約21億枚) (約22億枚) (約22億枚) (約22億枚)

指定法人ルート
スーパーマーケット店頭

事業系ルート

PETボトル

75,000t 73,000t 81,000t 80,000t

(約30億本) (約29億本) (約32億本) (約32億本)

’25/3実績

42％

90,000t

11,000t

(約23億枚)

79,000t

(約32億本)

＊一部プラント修繕



■気候変動対応 エコ製品によるCO2排出量削減
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シール
無し

■リサイクルの進化にチャレンジ 太陽光発電
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■エコ製品の消費者への訴求
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エコ製品に「エコマーク」 「ペットボトルリサイクル品」を刻印

エコトレー

エコトレー全製品に表示済み

エコAPET・エコOPET

売れ筋製品より順次刻印追加



■「ストアtoストア」の水平リサイクル
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■環境発信はお店の売り場へ

スーパーマーケット
エフピコ

リサイクル/容器製造
回収/販売

消費者
使用済み容器を洗浄



■食品トレー完全循環型リサイクルに向けた協業
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/
1

2

/
1

2

マテリアルリサイクル

回収～ペレット化 各種リサイクル手法 再利用

約7,800トン

（2025年3月期）
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■ポリスチレンの完全循環に向けて
環境負荷とコストを考える
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■エフピコグループ環境課題への取り組み



https://www.fpco.jp/esg/environmenteffort/environmentalfund.html
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2020年3月
「エフピコ環境基金」創設

2021年3月期： 10団体
2022年3月期： 14団体
2023年3月期： 14団体
2024年3月期： 22団体
2025年3月期： 17団体
2026年3月期： 17団体

累計 94団体助成
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